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シティプロモーション推進業務

〔予算額 22,107千円〕

【事業概要】

総合計画の各分野のまちづくりを着実に実施することに加え、シティプロモーション活動を推進し、本市の持続的な発展をめざしま

す。

企画財政部 企画課

シティプロモーション推進班（23－6648）
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シティプロモーション活動の推進

（将来にわたり本市が活力のある状態を維持し続けるため、

魅力づくりを推進し、それを市内外に発信する活動の推進）

○都市のブランド化（市の認知度・好感イメージを高める）

○新たな魅力づくり（官民連携により市の魅力を高める）

○効果的な情報発信（市内外の多くの人に情報を発信）

【平成２６年の主な事業】

・ シティプロモーション戦略の推進

・ シティプロモーション推進組織との協働

・ 市内既存マスコットキャラクター活用によるＰＲ実施

目 的

・ 市の知名度の向上

・ 都市イメージの定着

・ 市の魅力の向上

市の持続的な発展
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市制 100 周年記念事業推進業務

〔予算額 20,174千円〕

【事業概要】

平成２８年に市制施行１００周年を迎えるため、「市民参加の祝祭、シティプロモーションの推進、家康公との共演」を基本方針とし、

官民が連携して市制施行１００周年にふさわしい記念事業を検討・準備するとともに、平成２７年１月からプレ事業を実施します。

企画財政部 企画課

シティプロモーション推進班（23－6648）
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◎市制施行100周年記念式 《平成２８年７月１日》

◎ロゴマーク 100周年のロゴマークを作成し、ＰＲ活動に活用

◎マスコット 「岡崎応援キャラクター隊」によるＰＲ活動の実施

◎プレ事業 徳川家康公顕彰四百年記念事業、新東名開通記念イベントの実施など

◎記念媒体 市制100周年記念誌、特別映像番組の作成など

◎ＰＲツール のぼり、ポスター、グッズ、ホームページなどによるＰＲの実施

◎特別事業（市が中心となって企画・運営する事業）
○特別イベント、既存充実イベントなど

◎連携事業（様々な主体と連携して企画・運営する事業）

○市民等連携事業、地域連携事業、都市連携事業、後援事業など
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市有建築物の中長期保全計画を作成し、計画的な改修工事を行うことで、目標耐用年数である 80

年（鉄筋コンクリート造の場合）まで長寿命化し、ライフサイクルコスト（施設の建設から運用・解体

までに発生する費用の総額）の削減及び財政負担の平準化を目指します。

中長期保全計画に

よる保全工事

平成 26 年度の保全対象工事とは

計画的保全により

長寿命化

岡崎市の将来像は

中長期保全計画に基づき、一元管理された建築物を保全工事の優先順位を決めて次の事業を行い

ます。また、平成 24 年 12 月に設置した公共施設保全整備基金※ により、必要な財源の確保を図り

ます。

公共建築物整備事業とは 岡崎市市有建築物管理保全基本方針（平成 23 年 3 月策定）に基づき、従来各課で対応していた

建築物の改修工事を一元管理し、計画的な保全を行います。

公共建築物整備事業
建築部 施設保全室

計画班 (23-6765)

〔予算額 1,405,094千円〕（うちH25経済対策 89,348千円・H2６ 1,315,746千円）

学区市民ホーム外部

改修工事等

岡崎市体育館電気設

備改修工事等

小学校外部改修工事等 中学校外部改修工事

等

市民センター高圧受

電設備改修工事等

三河武士のやかた家康館

等非常放送設備改修設計

公立保育園給排水衛生

設備改修工事等

地域文化広場等昇降

機設備改修工事

※ 公共施設の長寿命化を図るための計画的保全

整備に要する事業に充てるものです。

地域福祉センター空

調熱源設備改修工事

母子生活支援施設屋根

改修工事

総合検査センター屋

根改修工事

中央総合公園武道館

等外部改修工事

中央総合公園野球場

屋根改修工事

市営住宅ポンプ改修工

事

農村婦人の家外部改

修工事

中消防署北分署給排

水衛生設備改修設計

消防団車庫警備室外

部改修工事

公共建築物管理保全

業務等


